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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成２４年度に実施した，情報科導入テストの結果について報告する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
神奈川県高等学校教科研究会では高等学校で普通教科情報を履修する生徒が情報に関する知識をどの程度もっているかを調査し、高等学校での授業作りに生かすため平成17年度より行っている。
平成19年度からは県下一斉テストに組み込まれたため「新入生テスト」という名称になったが，高２，高３で実施するときに，「新入生」では実施し辛いとの意見があった。
そこで本年度から，旧来の名称に戻して実施した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
履修前にどの分野はよく知っているのか，どの分野は苦手なのかを知ることで，授業改善に利用することを目的としている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
神奈川県の「県下一斉テスト」として実施をしている
普通教科「情報」を初めて履修する学年を対象としている
昨年度までは50分で実施していたが，時間が余るという指摘があったため，今年度から40分の時間設定で実施した
また，50分持たせるために，本文の読解が難しい問題を増やすというのは本来の目的とは違うのではないかということもあった。
今年度実施してみたところ，後半の問題ほど空白率が増えていることから，40分では時間が足りなかったことが予想されるが，
１年だけで判断できないので次年度も40分で実施して様子をみることにした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
申し込みの学校数はここ数年２５前後で推移し，ピークの平成19年度から半分になってしまった。
予行集には平成19年度からのデータを載せている。
東京都の申し込みは、代表校が申し込み複数の学校で実施したので
表では回収したデータの方が多い結果になっている


B

ZERAE R
sgey | TR 2SR 22RE
SRIBEBE  |iemass) (R <$5Aa§>?<}%ﬂjm> (BB (R
15 4904 4737 | 4377 4314 | 6315 6583
‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ o e il e el
‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ o e el e
‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ S ) I
vomeemnd eon | DR —
‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ wo ||
=F 6480 7500 | 5859 5587 | 7337 7849

OF F10% (218,543 A 0 B L3A/14.685 A D12 A oT-


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今年度の受験者数はピーク時の平成19年度の2/3になっているが、データを提出した学校の生徒数は昨年より３割増えている。
特に高３が増えているので，名称を変更したことによる増加かもしれない。
いずれにせよ，次年度以降のデータの推移をみて判断したい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
授業内時間で，クラス別に実施している学校が圧倒的に多かった。
そのため，学事歴との関係で実施期間が１か月にわたった学校もあったようだ。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成23年度に比べ1.3点増加とほぼ横ばいなので難易度は平年並みと判断した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
テストを実施した3学年とも60点台にピークがあり，例年とほぼ同じ状況であった。
高１が最も受験者人数が多かったため，ピークの割合が，高２，高３と比較して低い値になっている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
小・中学校でしっかり指導されていると思われる
「正解は知っている」が、実際に設問の正解通りに実行しているのかは，普段の様子を見ているとあやしい？
正答率が高いから削除するのでなく，今後も確認のために入れておきたい問題である。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここ数年の状況で正答率の高い問題は情報と社会の分野とくに情報モラルに関わるものが多い。
また，直感的に分かる問題の正答率が高いということは裏を返せば論理的，系統的理解ができていないのではと思われる。
情報モラルやマナーに関する問題の正答率が高いことから，この分野は小・中学校でかなり指導されていると思われる。
以下，平成24年度の問題を具体的に示す。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ハードウェアに関する問題。
アルゴリズムなどしっかり考える問題。
昨年よくできた光の三原色については、今年は誤りの選択肢が黄色だったので誤答が多かった。今後も，継続して変化を見たい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コンピュータの起動時の動きは特に意識していないという印象を受ける。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
問題に問題があったと思われます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
データベースとは何かが正確に理解できていないと考えられる
表計算ソフトでデータベースを構築することも多いことも関係しているのではないか
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
帯グラフとはどのようなものかわからなかった可能性がある。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
市販のパッケージソフトウェアはウイルス対策ソフトとファイヤーウォールが一緒になっているので，厳密な区別がつかない可能性がある
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生徒にとって，電話番号はものすごく大事なデータであるのかもしれません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
問題の正方形と同じ，命令の３を選んだ生徒も25％と多く，正解者も偶然正解を選んだ生徒が含まれると考えられる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後も実施していきますので，授業改善のためのデータを増やすためにもご参加をお願いします。また，こんな問題はどうでしょうというようなご提案ございましたら，よろしくお願いします。
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